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＜病棟連絡事項＞
・認知症患者様対象様について、南病棟へ移動した際に、認知症リハビリテーションを実施していきます。入院時に同意書へご家族からサインを頂いておくことになりました。7月1日より開始しますので、入院対応するスタッフはよろしくお願いします。
書式と説明分を添付しますので確認をお願いします。専用のBOXかファイルを用意しておきます（Bユニット）

・遅発性ジスキネジアの学習会が7/5ＺＯＯＭにて開催されます。希望する方は各々事前登録視聴してください。

＜入院・入室状況＞
【転出】
・大久保光男様～東病棟Ｃユニット４号室　→　南病棟Ｃユニット２０６号室
・立花　一樹様～東病棟Ａユニット９号室　→　西病棟Ｂユニット２４号室
【入院】
・秋山　チエ様：東病棟Ａユニット９号室
・豊田　慶三様：東病棟Ｃユニット４号室

＜患者様連絡事項＞
・本田　未来様～不穏時・不眠時・疼痛時のIFオーダー開始。

・三浦　英男様～臨時薬７日分継続処方。

・立花　圭様～臨時薬７日分継続処方。

・丹内　栄子様～臨時薬７日分継続処方。

・若沢　理子様～臨時薬内容変更し、７日分処方。

・照井　澄子様～膀胱留置カテーテル挿入。指示にて尿検実施。採血結果にて、明日より抗生剤点滴開始となる。また、食事摂取が進まず、主治医と船場Dr.と協議し、明日昼より経管栄養開始となる。

・板橋　利美様～臨時薬内容変更し、７日分処方。

・赤坂　順市様～八戸赤十字病院受診し、入院してからの血糖について報告。リキスミアは、中止。代わりとしてグラクティブ錠50mg　処方となる。トレシーバ6単位に減量。

・釜谷　茂春様～臨時薬内容変更し、７日分処方。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。迷惑行為があり早めに開放観察は終了している。入室中の問題行動は無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。食事入浴にて拘束一時解除し様子観察実施。開放中の問題行動は見られない。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・中村　実様～体温37.7℃、クーリング継続している。痰鳴はない。四肢浮腫は持続。小声での独語聞かれ、意識レベルの低下は無い。

・谷　孝夫様～体温38.3～40.2℃。クーリング施行するも解熱しない為、16:00発熱時カロナール(200)2T与薬。他バイタルサインの異常は無い。尿流出は良好。

＜入院患者様情報＞
入院患者様①
　日　　時：R4.6.21　　12：38　　
　氏　　名：豊田　慶三（とよた　けいぞう ）様
　生年月日：昭和6年6月22日　90歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr
サポート医：馬渡Dr　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット
　
　＜経過＞
　妻と2人で暮らしており、娘が二人県内住んでいる。H29年頃より物忘れやぼーっとする様子がみられるようになり、八戸西病院を受診したところアルツハイマー型認知症の診断を受けた。そのときはまだ服薬は不要と医師より言われ治療開始には至っていなかったが、徐々に症状は進行し、R3年4月に再度同院受診し薬物療法を開始している。
　R3年頃より、よく散歩へ行くも自力で帰宅することもあれば、途中で迷子になり、今までに4回警察介入を受けたこともある。R4年5月になってからも2回は迷子になっている。直近では5月9日に警察に保護されて帰宅している。5月下旬からは易怒性、攻撃性の亢進もみられ、自傷・粗暴行為もみられている。排泄や入浴も妻の介護を要する状態。八戸西病院主治医からは精神科的治療要するとのことで、当院の受診を勧められ当院受診。専門治療、環境調整を目的として、東病棟Ｃユニットへ医療保護入院となる。
 
【退院支援】施設入所希望
【介護度】要介護３
【緊急時】DNAR
【他科受診】当院切り替え希望
【洗濯】CSセットB-②
【車椅子】なし
【ワクチン】３回済（４月上旬）
【義歯】上下総義歯
【売店】利用不可
 

入院患者様②
　日　　時：R4.6.21　13：20
  氏　　名：秋山　チヱ（あきやま　ちえ）様
　生年月日：昭和3年2月8日　94歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Ａユニット
　
　＜経過＞
[bookmark: _GoBack]　　長男の妻、孫娘、長女の次男との3人暮らし。令和2年頃に自宅で意識消失し救急車にて市民病院へ搬送された。検査の結果、胆嚢の腫れを指摘され加療したが、病院食を受け付けずるい痩が進み医師から胃ろうを勧められたが、自宅で看取る覚悟で退院させ、通院しているうち完治。年齢と共に足腰の弱りが顕著になり、週1回の訪問入浴と訪問介護を利用している。令和4年の2月初めより夜間の排泄時にトイレではない所でするようになったり、更衣介入へ易怒的態度も出現。家族は対応に疲弊してR4年3月8日来院予定だったが、本人の拒否が強く来院できないため、キャンセルとなっていた。6月初旬　入電があった際には、周辺症状持続し食事量低下があった様子。同年6月8日に自宅廊下で転倒もして左眼周囲に黒く痣を作っており、いとう整形外科受診して様子観察となる。さらに11日にも転倒して後頭部裂傷、おっとも脳神経クリニックで縫合処置受ける。6月13日に本人が「痛い、痛い」と何度も訴えるため、救急要請し八戸市立市民病院を受診し全身の検査を一通り行ったが、頭部所見や骨折等身体的異常はみられなかった。採血を施行し、軽度腎機能異常がみられたが、おそらく脱水傾向によるものではないかとのこと。体の痛みに関しては、一晩中同じ姿勢で動かなかったため、筋肉痛のようなものではないかと言われている。2回の転倒により本人の活動性も低下し、ADLも低下して家族が介護に疲弊している状態。自宅での療養が限界となっており、認知症の専門治療と環境調整を目的にR4.6.21　東Ａユニットへ医療保護入院となる。


